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乾式揺動傾斜亭盤による微粉炭の

　　　　分離及び石綿の蝿取

馳（附高言交流電揚に於ける石綿繊細

　　　　　　　　　　　徴授高　桑　　健、

　　　　　　　　　ざ
Dust　Coal　Or　Asbc与tos　Fibre　Ca・n　Be　Separated　Easily

　　　　（）　ll　a　Dry　Shaking　Flat　Inclined．　Tableゲ

　　　　　（Append・ix　：Asbestos　Fibi℃in　a：Field　of　High“

　　　　　t”Tension　Witl］Alternat“e　EL　Current）．　・

　　　　　　　　　　Proゼ，　Takcshl　Takakuw・a，

　　　It　is　newly　shown　that　a　dry　shaking　fiat　inclinee　table（Fig．　1）　is　good　for　the　rejection　of　the．

　dust　p縦鉦。撮amass　of　coal忌er　coaI，　and　also　for　the　separati◎n　o壬asbestos　fib亥e　fro顯gra呈薮s　of
T’ C。，k．　A、b¢，t。』fib，，s（。p，。，のare　s亡，eヒhed　b，£wee。　tw。　pa，、1呈，l　p。1e一睡s。f　1・｛gh　t・・s£…◎f

　alternating　el．　current　as　shown　in　Fig．　3　and　Figr　4，　and　．fre．e　asbesto．s　grains　not．．opetied　jamp　and

　jamp，　and　finaliy　go　out　from　the　field，　when　the　pole　plates　are　incliRed　sliglitly　in　one　direction．

　The　comb三nation　o壬these　’lrwo塒㈱ns，　the　shaking　table　an在the　high　te墨］sion　eエectr三。　field，三s　expected

　to　be　a’new　good　method　fer　the　treatment　of　asbelstos　ore．・　“

　　　第な盤の上に物膿を載せて拙り動かせば，その物日の形態，．大きさ等によって異った運動をす

　　Q・球物ものei　eろ脚ま籾・鰍のもの醐働き・雛のゆや綿の繊維の髄もの灘

　面につbkままなかなか動かなV・．この盤の撞り動かし方を，盤の上にあるものが一方向に蓮ばれ

．　て行く檬な暉線的差動蓮動≒し，盤両蓼その揺動運勲の方向に三角に｛頃斜させれば，とろがる性質

　　のものは監の傾斜にそってころがり落ち，板上で滑り動く馬のは盤上を斜に滑り落ち，粉欣や繊維

　　櫃のものは盤死）傾斜にそって動くことはきわめて少く，主として盤の振動言動によってその締動方

　　向に蓮ばれて行く．即ちこの様にしや形態や大きさの異るものを分類することカミ出來る筈である．

．第1閥はその様な機能をもたせた機械の1’例である．この機械の盤画の大きさは1680×770mm，

　　鰍約13面沖三三として縮の四韻の手で雛てら縦ものである・この鰍の脚
　　はべ千や板であるが實際用とし℃はゴム張りの：方がよV・．この機械によって次の2種の實瞼を行つ

　囁允．
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　　　　　　　　　第1圖乾式揺動傾斜平鞭

ち，微粉の部分は揺動二二によって逸り禺される．盤の長邊を3匠に別ち，盤の短邊を1匠とし，

都合4匠に別けて産物を探取した．第1匝は揺動機構の方から70　cm，第2匿はその次の49　cm，第

3塵は淺りの49cmとした．第2囲は盤高上の分類歌態を示す．

　　二二の條件は次の通りである．

　　　揺動激　；　252P．m．　　　　曽

　　　　衝程：31mm

　　　　傾　斜＝170

　　　　給離職　：　228kg／hr．

　　　實験に用ひた原炭の組

　成は第1表中に示されてゐ
　　1
　る．

　　　實験の結果は次のtw　b

　であった．

　　　酵出量の割合：

　　　　第1匝産物　76．0％

e　　　第2匪産物　13．1％

　　　　第3匝産物　　4．9％

　　　　第4匝産物　　6．0％

　］．石炭の微粉分離

　2．石綿鑛石の石綿探取

　1．石褒の微粉分離

　　水平揺動板を用ひて給

翻した．魏魏の方向は盤の

傾斜の方向に一致させた．

給鑛用掘動盤上で揺り動か

されてみるうちに各粒子は

自由に動き得る様なタ伏態に

なってみて，選別盤の上に

達するや直ちにその分類作

用を受け，轟轟は大粒歌の

石炭は傾斜をころがり落

灘

蕪

　　　　　　　　　　　　　　　　　第2圖乾式揺動傾斜平盤に於ける分類駄熊

各産物の分粒分析及び各粒度のものが各匿鳶物に：入門割合を第1表に示した．粒度別分布に明

　　　　馬

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　k
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乾式癌動搬弾盤による微粉淡の分寓級び斎紬の探取 藷磁

か鰐に28メツシ以上はよくeうがり・48メツシ以下は4ろ蝿・とが外・ての分初鰭を

支配するもの二三颪の傾斜，捲動三二の大きさ及びその性質等であるζとは云ふまでもなV・．

第1蓑、分粒分析及び粒度別分布（二三 tpt

　救　　　度’
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　　今・第1箪及び第2匠を合し，第3旺及び第躯硫合して2産物をとる様にすれば，前者は除

塵され旋部分，後者は微粉漉物である．この時原炭から除かれて年三産物Vzi入・ら允：量は14　mh以上

は殆んど零であP｝，14　mh～20　mllが9％（14　mh～20　mhの測量篇」OO），20　mh～28　mhが20％，

28mh～3il　mhが37％，35　mh～48　mhが50％，48　mh～65　mliが70％，65　mh以下が72％であ

る．即ちこμだけの部分が原炭から除かれたのである．35mh以下を微粉とすれば，原炭の微粉量

はユ0．8％，除塵産物では4・1％，微粉礎物では65．2％である．野土篠物申の徴粉は主として籾粒の

表面に附着してみたものであって，飾別試験の時にはよく乾燥したためと激しい取扱ひのために粗

粒の表面から離れて微粉として別けられ允ものであると考へられる．、

　　凹凹から微服渤除くことは励て鯉的なことであ贈個では屡吻齢てる翫
その：方法としては飾によるものと風簸：によるものとが實用になってみる，前者は漁朔氣に下して敏

感であb，欝iの日が詰りがちである，叉鯖のい充み方が激しい．後者は漁り氣k謁する敏感さは前・

者程ではないが，邊風機或は吸風機及び微粉捕牧装澄としてサイクPン及び濾風機を要し，相當な

特別な設備を必要とする．この乾式揺動傾斜雫盤による：方法は飾による方法の飲黙を除い疫様なも

のである双職の二野四脚綿を害しな鴫魏ら職隔く三三くであらう：欝
ち本機は徴粉炭除去法として有利である．
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　　　　　　　　　　　　　　　　2．石綿鑛石の石綿探取

　　石綿工場の知ジャ・魁三郎・ら16　mm以」・を獅たも嘩本機にカ・けて見たこの物は

礁の一99が開場られてるるものである的弓で調物を4隊男uけて採王飢た第嘔は緬

機構端かβ70　Cm・第2匿は次の43　Cm，第3匠は次の55　cm，第4匠は盤の短邊全部冗ある，

　　實験の三島は次の通りである．

　　　　　　　密li動　数　：　　　252P．m．　継　　　　　　　　苧頃　　　　爺斗　；　　　　21。

　　　な　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　で璽了　　　灘…．：　　　　31mra　　　　　　　　　系含劔彗華：　　　167　kg！hr．　t一

　　　　　　　　　　　　第2表分粒分析及び粒子別分布（石綿）
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　　原鑛及び三野産物の皆野域及び各粒度の各産物中に分布せられる割合は第2表中に示されてゐ

　る．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
・　　各貯物各粒度中に含まれてみる開綿せられた石綿の含有率，開綿石綿が各産物各粒度に分布せ

　られた割合（開綿石綿分布　　　’

したものの粒組成は第3表

申に示されてみる㌦第1匪一議

産物では，各粒度共開綿石

’綿を含有しない．この試料

中の開綿石綿の含有率は

0、4136％にあたり，その83
”

％が第4匿ρf物中に分類せ

られ，　この第4匠の∫贋物2

は殆んど：奎部開綿石綿であ

る．但し35メツシ以下の

部分は石綿としては考慮せ

られてるない．

’寒戦・）

　“1．S

　　　　　　第3飼　高燃交流電揚に於ける開綿石綿　（1）

華

これらの産物に於ける石部と游離した石綿の分離には交流高巫電離選鍵盤を鷹翻した．第3圖

は交流高誼電場におかれた石綿（開棉せられたもの）の状態である．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　噛
　　　　　㌦下灘

ネオントラ・ンス2箇を用ぴて尚
　　　　　　　　t
　　撚電流を得て上下の金無難

　　を極として電場を作った．V

￥鵜、

ヂげヂ

麟

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　釦蹴でジ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蔚K、

識、，、．．、義簿轍一
　　第4圃高座交流電場に於ける開綿石綿・（2）

一圃の後：：方の4箇の白いもの

はネオントランスの碍子で

ある．雨極板は木部で支へ

られてるる程度の絶縁歌態

である．極板を少し傾斜す

れば，開綿不十分な石綿粒

子は跳躍して低い方に出て

行く．第3圓の様に爾極板

聞に緊張せられた石綿は第

　　　　　　ま4岡に示された様に棒で一

方に集めて探牧した．石弓

の聞に捕へられて石綿が淺
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ち　　　　　　　　　　　　　ロらない様｝こ，よく掻きまわして，石綿を追ひ繊した．この様にして電場外に出されπ石綿の重量を

測って石綿の含有量を知ったのである。

　　灘禰れてるる磯獅法ではジヤ・魁鱗物謙粥吐醸ぜて働鵬き瀞の一、

端に達した時に，開綿せられた石綿を塞氣流で吸ひ上げて石綿を探取するのである．この掘動板法

によれば吸風機及び附観の設備を必要とせす，現在の穏動飾に相當する設備だけによって石綿を採

取することが出來るので有利である，本實験に於ける第3颪の産物中には石綿と共に細かv・砂粒を

況じてるる．この部分に封して電氣選鑛法を慮用すれば，繰り返し庭理の量を減することが出卒る

から有効である．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／「

　　　　　　　　　　　　　　　　　　3．結　　　び

　　乾式揺動傾斜尋盤による微粉・；炭の分離法及び石綿の採取法は，現在行はれてるる方法に比較し

て有利な面を持つセみる．この方法では適當量の供給が大切であって，適量を魑薄れば，分類が著げ

しく害はれる．石綜に封しては本法と高墜交流電氣選鑛法を組合せれば極めて有効な石綿採取法と

なるであらう．これらの方法を實濁化するには更に虞理容量を増大する工夫が必要である．　　、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　評
　　　　本研究は主と、して文部宿伺學研究費によって行はれ陀ものである・　（23・3・2L）


